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★日  時 ５月２１日（日）  

  午前１０時～午後 4時（受付開始９：３０～） 

★会  場 大崎市 鹿島台公民館 2Ｆ 第 1研修室 

★費  用 ・参加費（資料代など）１，２００円 

  ・弁当代          ６００円 

  ・懇親会費          ６００円  

★申込〆切  ５月１４日（日） 

懇親会では、いつも疑問に思っている事やお互いの研究成果 

報告などの意見交換と参加者の親睦をはかるものです。 

 

 

 

 

 【研究発表者と主題】 

1. 大郷町「石原（いしばら）」を探る 庄子 勲（大和町  当会会員） 

2. 『廻国雑記』にみる「松本」の地名のこと 小澤 操（多賀城市 当会会員） 

3. 「左沢(あてらざわ)」地名について  菅原孝郎（仙台市  当会会員） 

4. 史料で読み解く「夜烏の小町塚」 

―大崎市古川新田（旧玉造郡新田村）― 鴇田勝彦（大崎市  当会会員） 

5. 「鳥」ゆかりの地名  太宰幸子（大崎市  当会会長） 

申込・問合せ先 

宮城県地名研究会 
◎会長＆事務局 太宰 幸子  

TEL ０２２９－５６－９４５９ 

   〒９８９－４１０４ 

宮城県大崎市鹿島台広長字鹿島７１－５  

「29年度総会・講演会と春の研究発表会」開催のお知らせ 

参加者募集!! 
一般の方も、大歓迎です。 

ぜひ、お出かけ下さい 

演  題 

「7～8世紀の宮城県域における 
須恵器流通について 

 静岡県湖西窯の須恵器から分ったこと」 

講 師 大崎市教育委員会文化財課  

大久保 弥生 先生 

地名は、 

わたしたちの大切な 

財産・宝物です。 

大久保弥生先生は、長年湖西窯ゆ

かりの須恵器についてご研究され、

全国的にも著名な方です。 

湖西窯の須恵器は、県内の横穴

墓古墳から多数出土し、宮城県北部

地域が北限地域と考えられており、

その流通や例などについてお話を伺

います。 


